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序

社会生活の変化と共に 「物の豊かさ」から 「心

の豊かさ」が求められる今日、文化財は現代人の

心の糧と して欠くことのできぬ、貴重な国民的財

産であると考えます。

特に埋蔵文化財は、直接大地に刻み込まれた歴

史であり、当時の物質文化のみならず信仰・宗教

等の精神史など、文化の始原をも内包する基準資

料であり 、 埋蔵文化財そのものが歴史・文化を考

えるうえでの実証者といえま しょう。

このたび綿内保育園改築事業に伴い 、 岩崎遺跡

の発掘調査を実施いた しま した。

事業予定地周辺は過去の調査で重要な埋蔵文化

財が発見されており、古代史研究上注目されてい

た地域であり、今回の調査でもそれぞれ多大な成

果が得られま した。

本書はその成果を要約 し 、 長野市の埋蔵文化財

第53集と して報告するものです。 この報告書が地

域古代史の解明や文化財保護の 一助と して 、 学術

的に関係各方面に広くご活用頂ければ幸いに存じ

ます。

最後に発掘調査から報告書刊行にいたるまで公

私にわたり多大なご援助• ご指導を賜りま した関

係諸機関ならびに各位に心からお礼申 し上げます。

平 成5 年 3月

長 野市教 育 委 員 会

教 育 長 奥 村 秀 雄



例 言

1 本書は 平 成 3年度児童福祉施設整備事業（長野市立綿内保育園改築事業）にともない実施した埋蔵文化財発

掘調査報告書である。

2 調査は長野市児童福祉課の委託を受けて 、 長野市教育委 員会が実施した。

3 調査地は長野市若穂綿内 6700- 1に位置するが 、 周知の岩崎遺跡の範囲内と理解できるために 、 岩崎遺跡と

して報告するものである。

4 本書は矢口の指導のもとに千野が執筆・編集したが 、 第 4章は西沢寿晃氏（信小H大 学医 学部 第2解剖 学教室）

に玉稿を賜った。

5 調査によって得られた諸資料は長野市教育委員会（長野市埋蔵文化財センタ ー）で保管している。

6 遺構の測量は（有）写真測図研究所に委託し 、 コ ー デックシステムにより1 : 20の縮尺で基本原図を作成した。

本書で用いた遺構図の縮尺はそれぞれ明示してある。

7 遺物実測図に関しては基本的に1 : 3に統 一してあるが 、 その他のものについては適宜縮尺してある。
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第1章 調 査 経 過

1 調査に至る経過

長野市若穂綿内岩崎地籍は、地形的には千曲） iiによって形成された自然堤防上に位置し 、 調査地の北西に展開

する水田地帯は千曲川の旧流路と考えられる。

平成2年長野市児童福祉課は 、 平成3年度児童福祉施設整備事業と して長野市立綿内保育園の改築事業を計画

した。

事業予定地は周知の「岩崎辿跡」の範囲内に位置するため 、 長野市教育委員会は同児童福祉課の委託を受け、

事前に埋蔵文化財の存在の有無を確認するため、 試掘調査を実施することになった。

試掘調査は平成2年12月7日に 、 事業予定地内の任意の地点 2か所について実施した。 両地点における土層堆

積状況はおおむね 一致 し 、 現地表下50cm内外に存在する黒褐色シルト層が遺物包含層と認定された。

この結果より、 事業面積800 nf中、掘削 等の工程により埋蔵文化財に破壊のおよぶ可能性の高い園舎建築部分約

400 ni勺こついて、 記録保存を前提と した発掘調査の必要性が確認された。

本調査は工事工程 等との関連より 、 平成3年7月3日より開始 し、7月19日まで実質13日間にわたっ て実施した。

2 調査体制

平成3年度 平成4年度

調査主体者 長野市教育委員会教育長 奥村 秀雄 調査主体者 長野市教育委員会教育長 奥村 秀雄

総括責任者 市埋蔵文化財センタ ー所長 小山 正 総括責任者 市埋蔵文化財センタ ー所長 小山 正

庶 務 課 II 所長補佐 山中 武徳 庶 務 課 ” 所長補佐 山中 武徳
” 職 員 青木 厚子 ” 職 員 青木 厚子

調 査 係 II 調査係長 矢口 忠良 調 査 係 ” 調査係長 矢口 忠良

” 主 事 青木 和明 II 主 査 青木 和明

” 主 事 千野 茫ロ II 主 事 千野 浩 飯島 哲也

” キ 事 飯島 哲也
II 専門員 中殿 章子 II 専門員 中殿 章子 横山かよ子

II 専門員 横山かよ子 笠井 敦子 山崎 佐織

II 専門員 森泉かよ子 寺島 孝典 山田美弥子

II 専門主事 小松 安和 ” 専門主事 小松 安和 羽場 卓雄

II 専門主事 羽場 卓雄 太田 重成

II 専門主事 太田 重成 調 査 員 矢口 栄子

調査指導 西沢寿晃（信小i'I大 学医 学部 第2解剖 学教室） 整理参加者 岡沢 治子 得成奈於子 池田 見紀

参 加 者植木温子 神頭幸雄 西尾千枝 向山純子

芦田 淳 登沢啓子 小松末喜子 松浦サトミ 柄沢 執筆参加者 西沢 寿晃

清志 油井恵子 岡沢治子 徳成奈於子 池田見紀 （信州大 学医 学部 第2解剖 学教室 ）

小泉ひろ美
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第2章 調査地周辺の考古学的環境

長野市若穂地域は 、 地形的には千曲川によって形成された自然堤防とその周辺の低湿地、 ならびに保科川 ・ 赤

野田川 等によって形成された扇状地によって構成される。 この地域は 「長野市若穂文化財地図」作成事業 等によ

り 、 かなり詳細な瑣跡分布調査が実施されているが、 正式な発掘調査 例は少なく、 実態は不明な部分が多い。 し

かし、 近年長野自動車道建設事業に伴い大規模な発掘調査が実施され 、 従来の認識を大きく改めさせる成果が得

られてきている。 以下、 正式の発掘調査がなされた遺跡を中心に概観し 、 周辺の考古学的環境としたい。

宮崎遺跡

昭和23年雪入益見・興津正朔氏によって発掘され 、 敷石住居址とともに縄文後 ・ 晩期の土器が検出された。 そ

の後、 昭和60年以降畑潅漑用散水パイプ埋設工事に伴い 、 市教育委員会により2次にわたる正式調査がなされた

（長野市教委 1988)。 住居址3軒• 石棺墓8基• 土堀墓11基 ・ 埋め甕3基 ・ 集石遺構4基 ・ 辿物集中地点3ケ所が

検出されている。 時期的には縄文中～晩期の集落址であり 、 現状では市内におけるもっとも大規模な縄文期の辿

跡と考えられる。

古町遺跡

綿内町 ・ 芦ノ町 ・ 牛池にかけての千曲川の自然堤防上に広がる弥生時代後期から平 安時代の集落遺跡である。

正式調査はなされていないものの、 昭和54年下水道工事に伴って平 安時代の土師器·須恵器が発見され、 昭和56

年には道路改修工事の際に布目瓦が出土している。 瓦片とともに土師器・須恵器も採集されており 、 平 安時代・

10世紀代のものと考えられている。 単なる集落遺跡としてだけではなく、 文献に 記されていない廃寺が存在した

可能性も高いものと言える。

榎田遺跡

千曲川右岸の自然堤防上および後背湿地に立地し 、 平成元年�3年にかけて上信越自動車道建設に伴い発掘調

査される。弥生時代中期～近世にわたる複合遺跡であるが 、弥生中期～後期.5世紀後半�6世紀. 6世紀後半～

7世紀前半. 9世紀後半・15世紀代の集落が検出されている。 特に弥生時代中期に二重の溝に囲まれた環濠集落

や、 室町時代の環淡屋敷址など注目すべき遺構が検出されている。

春山B遺跡

上信越自動車道建設に伴い調査されたもので 、 千曲川右岸の自然堤防上に立地する。 弥生時代中期～後期の集

落と、 後期の方形周溝墓群 、 弥生時代後期ならびに近世の水田が検出されている。

川田条里遺跡

千曲川右岸の後背湿地に展開する水田址を主体とした遺跡で、上信越自動車道建設に伴い調査がなされている。

調査面梢は10万nf以上におよび弥生時代中期・後期、 古墳時代前期· 後期、 平 安時代、 中世 、 近世の埋没水田が

検出されている。 弥生時代の小区画水田をはじめ、各時代における水田開発技術 ・水田経営の方法 等に関する具

体的な事 例が明確化されている。

綿内要害（春山城址）

春山の城の峰に構築されており 、 井上氏 一族の居城と推定されている。 山城は城の峰と春山の山頂部の細尾根

に築かれており、 郭• 空堀• 石塁• 土塁が残存する。 創築年代は戦国時代と考えられている。

参考文献 長野市若穂公民館1983 『若穂の文化財』

長野県埋蔵文化財センタ ー1989·90『長野県埋蔵文化財センタ ー年報』6 · 7
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］岩崎追跡

8情水古墳群

15宮崎辿跡

22須釜古墳群

2榎田迫跡 3前山田山迫跡

9大柳迎跡 10大柳古墳群

16白塚古墳群 17小出辿跡

23長田平辿跡 24蓮花辿跡

4春山辿跡 5春山B辿跡 6川田条里辿跡 7町川田辿跡

11塚本遺跡 12大星ill古瑣群 13和田東山古瑣群 14高下古泊群

18神明山辿跡 19八幡下古瑣群 20大成谷辿跡 21長原古泊群

25小柳井上氏居館跡 26春山城址 27¥',i台城址

図4 調査地周辺遺跡分布図
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第3章 遺構と遺物

1号住居址 （図6�8)

調査区北西隅で検出された住居址で 、 住居址北隅が若干調査区外となるが 、 ほぼ完 掘 しえた住居址である。 他

遺構との切りあい関係はない。 平面プランは 6. 20 X 5 .50mほどの隅丸方形住居址で、主軸方向はN-45 °-Wであ

る。 確認面からの 掘り込みは比較的深く 、 北壁•西壁で 平均50cm前後 、 東壁で 平均30cm前後を測る。 床面は全体

に軟弱で不明瞭なものである。 柱穴はP 1�P15を検出 している。 主柱穴は掘り込み規模や深さなどからp 1� 

P4と考えられ 、 3.00x 2.50mのやや不整な4 本方形配列である。 P 16�P18は 、 いずれも深さ10� 15cm前後の

浅いヒ゜ ットであるが 、 内部に多量の焼土・炭化物を含み、 特殊な性格を有するヒ゜ ットである可能性が高い。 ただ

しいずれのヒ° ットも底面には焼けた痕跡は認められなかった。 東壁に位置するP 19は 最深部で30cm前後を測る。

掘り方からみて 本住居に直接伴うものと考えられるが性格は不明である。 カマドは 奥壁中央やや西よりのところ

に検出された。 袖部はほとんど破壊された状況であったが、 規模は 両袖間外側で0.70m 、 長さ0.80mほどと推定
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図6 1号住居址実測図( 1 : 80) 
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される。 カマド 東袖よりP19にかけて幅lm 、 高さ10cm前後のベッド状の高まりが検出されている。 遺物は床面

から覆土下層にかけて、 比較的多量に出土している。 特に墨書土器が量的に多い点注目される。

2号住居址（図8 · 9)

調査区北側中央付近にて検出

された住居址であるが、 大部分

が調査区外となり詳細は不明で

ある。 住居址として扱ったが、

士堀の可能性もある。

規模• 主軸方 向 等は不明。 形

態は隅丸方形と予想される。 確

認面からの 掘り込みは比較的深

く 平均1.00m前後である。 床面

は全体に軟弱で不明瞭なもので

あり、 柱穴 等の諸施設も確認さ

れていない。
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図8 2号住居址実測図(1 : 60) 

覆土内から須恵器・土師器・灰釉陶器の杯類が出土している。 図9-8は緑釉陶器の破片であり注目される。

� ン'�二戸口

�7� いこ7

ミニご ゜ 10cm E=='�s 
緑釉

図9 2号住居址出土土器実測図(1 : 3) 

3号住居址 （図10�14)

調査区中央付近で検出された住居址で、 北 東隅を土堀に切られるが、

ほぼ完 掘しえた住居址である。 平面プランは3 .60 X 4 .00mの隅丸方形住

居址で、主軸方 向はN-80 °-Eである。確認面からの 掘り込みは深く平

均50cm前後である。 床面は全体に軟弱で、 不明瞭なものであった。 柱穴

はPl�P3が検出されているが 、いずれも位置的には不規則なもので 、

主柱穴配列 等不明である。P4 · P 5は 本住居に直接伴うものではなく、

後世の 掘り込みと考えられる。 西壁中央北よりのところに段 状の高まり

が検出されているが、 軟弱なものであり性格不明である。 覆土下層から

床面にかけて比較的多量の土器が出土している。 また覆土内より、 青銅

製の帯金具の破片が出土している。

r ― ―\ 

図10 3号住居址出土帯金具実測医
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図14 3号住居址出土土器実測図③(1 : 3) 

1号土壌 （図 15)

調査区北西隅で検出された土堀で 、 北側は調査区外となる。 平面プランは長径1. 50m・短径0. 80m· 深さ30cm

ほどの長楕円形と予想される。 出土遺物より 平 安期のものと考えられる。

4号土墳 （図15)

調査区北 東隅で検出された土堀で 、 平面プランは径1. 40mほどのやや不整な円形を呈する。 深さは約 80cmを測

り 、 堀底には径20cm· 深さ 10cmほどの小ヒ゜ ットを 2個有する。 出土遺物は無く 、 時期 等詳細不明。

5号土壊 （図15)

調査区北 東隅で検出され 、 平 安期の 2号溝址を切って構築される。 平面プランは2. 30 X1. 7Qmのやや不整な隅

丸長方形を呈する。 深さは 平均70cm程であるが 、 内部にさらに径1.00mほどのヒ° ットを有する。 時期 等詳細不明。

6号土壌 （図 15)

5号土檄の南側に検出されたもので 、 平面プランは 2. lO X 1. 50mのやや不整な隅丸長方形を呈する。 深さは 平

均30cm程と 浅い。 出土遺物より 平 安期のものと考えられる。

8号土壌 （図1 5)

調査区南 東隅で検出されたもので 、 東側は調査区外となる。 平面プランは短辺2. 50mほどの不整な隅丸長方形

と予想される。 内部に 小ヒ゜ ットを多数有するが 、 性格は不明である。 覆士内より 青磁の 小破片が出土 しており 、

中世以降のものと考えられる。

9号土壌 （固 15)

調査区 東側中央付近で検出されたもので 、 平面プランは1.70 X 1. 10mの長楕円形を呈し 、 深さは 平均 80cm程で

ある。 出土遺物より 平 安期のものと考えられる。
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中世土 葬墓

1 号墓址 （図16)

調査区北側中央付近にて検出されたもので 、 墓 猥は

0 .65 X Q .85mほ どの隅丸長方形をな し 、 確認面からの

掘り 込みは 平均30cm前後である。

人骨は 頭位を北に し 、 体は西側に 向けた 横 臥屈 葬で

ある。 墓堀内より若干の土器破片が出土 して いるが、

明確に 副 葬 品ととらえられるものはな い。 また墓 標的

な施設 等も確認されて いな い。

2号墓址 （ 囮17)

1 号墓址の西側 4mほ どのと ころに検 出された。 下

層の 1 号溝址の調査中に検出されたもので 、 墓 猥の 掘

り 込み 等 把握しえなかった。

1 号墓址に比べ 人 骨の遺存状況は 悪く詳細は不明な

部分が多 い。 頭位を西に し 、 体は 南側に 向けた 横 臥屈

葬と考えられる。 1 号墓址 同様明確に 副葬品ととらえ

られるものは検 出されて いな い。

出土 人骨に ついては 別項で 述べられるので詳 述しな

いが、 1 号墓址は 壮年の 男性、 2 号墓址は 女性と考え

られる。

これらの墓址は、 明確な 副葬品が全く伴わな いため

に 、 その時代に ついては不明と言わ ざるを得な いが 、

2 号墓址は 平 安時代に比定される 1 号溝址が埋まりきっ

た後に掘り 込まれて いる ことより 、 少なくとも中世以

降の所 産と考えられる。

中世土 葬墓の県内における 良 好な検出 例は いまだ少

なく 、 類 例は 僅少であるが 、 全国的に 横 臥屈 葬が 一般

化するのは 鎌倉～ 室町時代と考えられており、 本 例も

同様の時代に比定される 可能 性が高 い。

1 号墓址と2 号墓址とでは埋 葬頭位が 異なるが 、 そ

れが時期 差によるものか それとも 別の要 因によるもの

図16 1 号墓址実測図(1 : 10) 

図 17 2 号墓址実測図( 1 : 10) 

かも今後の課 題であろ う。 少なくとも中世の墓域が、 本調査区より北 東側に展開 して いる 可能 性はきわめて高 い

ものと考えられる 。
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1 号溝址 （図18�21)

調査 区中央付近を 、 北 東から南西に 直線的に 横

切る形 で検 出された溝址 である。 検出された長さ

は12m程 で 、 上面幅 は広 いと ころ で1 ,90m 、 狭 い

と ころ で1 , 10mを測り 、溝底幅 は広 いところ で1 , 10 

m 、 狭 いと ころ でo , som である。 深さ は平均 40 �

50cm前後と比較的深く 、 断面 は基本的に 逆 台形を

呈する。 本溝址が埋まりき った後に 、 2 号墓址が

掘り込まれて いる。

覆土内より 平 安期の土師器 ・ 須恵器が比較的多

量に 出土して いる。

2号溝址 （図5、 19)

調査 区北 東隅 で検 出されたもの で 、 大半 は調査

区外となり 、 また 5 号土堀に切られるために詳細

は不明 である。 幅 は平均 1 ,10m程 で 、 深さ は40cm

前後 である。 断面 は逆台形を 呈する。

毅土内より 平 安期の須恵器が出土 して いる 。

一

� --=-

= �  
3 

図19 2 号溝址出土土器実測図

A 

B

 

口

41
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B' B ― 339 . 00m 
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' 

図18 1 号溝址実測図
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図20 1 号溝址 出土土器実測図①(1 : 3) 

- 16-



� �  

下ニコ一三応

� 

� 

ロー／

二"

/
[
＇
 

__
 

、）＼
 

ー
l

I

\
 

' ,
 

＼
 
\-
\

 

\

＼
r
1
 

\

\
＼
 

1 9  

゜

図21 1 号溝址出 土土器実測 図② ( 1  : 3 )  

- 17 -



第 4 章 岩崎遺跡 出 土の人骨 に つ い て
信州 大学医学部 西 沢 寿 晃

第 1号墓址( 1号人骨 ） 、 第2号墓址(2号人骨）から各 1体の人骨が出土 した。それぞれの人骨は 比較的 良好

な保存状態で 、 頭蓋骨や 四肢骨の 一部などで 原形 を 留める部分が多い。 しかし 脆 く細 小な部位の骨のほとんどは

崩壊 し、 微細な骨片とな って残る。

以下、 人骨の残存状態や形質についての概要 を記載する。

第 1号人 骨

頭蓋骨 ： 脳頭蓋は大形片と して残るが 、 完 全な 接 合はできない。 冠状 縫合の 一部の 観 察では内 板は 閉鎖し 、 外

板でも 癒着が生 している。外 後頭隆起はかなり強度に 突出するが、上 項線や 項面は 通常である。内 後頭稜は 鋭い。

乳様突起は 円 型で大き く 、 下 顎商も深い。 外 耳孔は 卵 円 型で大きい。 眉 弓の 隆起は明瞭で 頬骨は 強 く 張り出す。

上 顎骨はほぼ完 存し 、 歯槽突起が 著明である。 下 顎骨も 完 存する。 頑丈な形態で、 顎舌骨 筋線や 斜線の発達はき

わめて 強度である。 翼突起粗面は 強い結 節状となり、 下 顎小 舌も 鋭い。

歯の残存と 咬耗 ： 歯の残存状態は次のとうりである。

8 7 6 5 4 3 2 1 I 1 2 3 4 5 6 7 s 

X 76 5 432 I 1 03 4 56 78 0 :  脱落 閉鎖 X :  未萌出 閉鎖

上・下 顎の 咬合様式は 鋏状 咬合である。 各 歯に共 通する 咬耗状態として 切歯や 舌側面（上 顎）に 象牙質が 線状

に 露出 、 小 臼 歯では各 咬頭に 限定される 咬耗または 頬側咬頭に 象牙質の 露出 、 大 臼 歯は 咬合面が水平状となり、

また点状の 露出が面的に 拡大する 傾向などがみられる。 咬耗度は Brocaの 1 度ない し2度に 相当する。

鎖骨 ： 左右とも 胸骨 端 を欠 くが 、 ほぼ完 存する。 骨体は 頑丈であるが 、 鎖骨下 筋溝がやや深い程度で、 各 粗面

の形成は 弱い。

上 腕骨 ： 上・下 端の 一部 を欠 くが保存は 良い。 関 節部分が 比較的大き く 、 骨体の 捻転が 強い。 頑丈な形態で 三

角 筋粗面や大結 節 稜はかなり強度に発達する。

椀骨・ 尺骨 ： 尺骨の下半や細部 を欠 くが 、 ．それぞれ保存は 良い 。 各骨 間 縁の発達は 強 く 、 特に尺骨の中 央部は

鋭 く 張り出す。 回外 筋稜も 強 く 、 尺骨 粗面の 陥 凹もい ち じるしい。

寛骨 ： 腸骨の 一部などが残るが 、 大 坐骨 切痕は深 く 、 寛骨 臼も大き く深い。

大 腿骨 ： 右下 端 、 左下 端 を欠 くが 、 ほぼ完 存する。骨体は 伸直で、 骨表面は 滑沢である。殿筋粗面や 恥骨 筋線 、

粗線の発達は 総 じて 強 くない。 全体的にやや 繊細な形態といえる。 最大長（ 両側 を 並列させて推測） 約400 、 骨体

中 央矢状径 280 、 同横径23 4 、 上部 横径303、 同矢状径 23 9(単位mm) 、 中 央断面 示数119.66 、 同上部 示数78 .88。

腔骨 ： 左右とも上 ・ 下 端 を欠 く。 長大ではないがかなり頑丈性 を具える 。 ヒラ メ 筋線は 強 く 一部結 節状 と な る 。

骨 間 縁も 鋭い。 右腔骨と右 II非骨ともに骨 折による変形が広範囲に現 われている。 X 線による 観 察の結果、 II非骨骨

体上方 1 /3の位置から 、 腔骨骨体の中 央部に 向かう外 側上方からの 斜めに 走る 斜骨 折の痕が認められる。 治 癒

に伴う骨性 仮骨の 増殖により患部 を中心にい ち じる しい 膨隆・変形が生じ 、 骨表面は 粗 槌 と な る 。

その他 、 椎骨や 肋骨はすべて 崩壊し細片とな って残存する。

性別 ・ 年 令について ：各骨は長大ではないが、 かなり頑丈な形質が多 く 見受 けられ 、 歯 の 咬耗の程度からも 、

壮年期の 男性人骨と推定される。 大 腿骨 最大長からの推定 身長（ 藤井）は 約15 4cmとなる。

- 18 -



2号人 骨

頭蓋骨 ： 脳頭蓋の 各部分は大形の破片として残存するが、 顔面骨や 頭蓋底はす べて破 損し細かな骨片となる。

骨 壁は比較的 薄い。 ラム ダ縫合の 離開は認められるが、 他の部分は不明である。 乳様突起は残る基部の形からみ

て 小形である。 眉 弓の発達は 弱度で、 昴根の 陥 世1もきわめて平 板である。 下 顎骨の骨体中央部分が わずか に残る

が 、 オト ガイ 隆起は 弱く 、 また破 砕のため明瞭でないが、 前 歯部での 歯槽閉鎖が生じている 様子で、 オ ト ガイ高

はかなり 低い。 歯が 3 本残存 している。 下顎左第2大 臼 歯が 完形を保つが 、 各 咬頭は 咬耗により 消失し 、 咬合面

はほぼ水平状となる。 その辺 縁に エ ナ メ ル質が 稜状に残り、 象 牙質の 露出が 拡大 している 。 歯頸の 一部に う 蝕痕

が見られる。 他の 2 本は 小 臼歯とみられるが 、 咬耗は 歯頸部 に達する水平面となり、辺 縁 にわずか に エ ナ メ ル質

が残留する。 いずれも 咬耗度は Brocaの 2度ないし3度に 相当する。

上腕骨 ： 左 、 骨体の下半部 （約10. 5cm) と 滑車部分が残存するが 、 細くき ゃし ゃな形態である。

大腿骨 ： 骨体の中央部分 （右、 約 21.5cm 、 左約18 .0cm) が残存。 かなりき ゃし ゃな形態で 、 殿筋粗面や 恥骨筋

線な どの 筋付着部の発達は 弱い。 粗線も わずかに 隆起する程度である。 骨体中央 矢状径 210、 同横径 230 、（ 単 位m

m) 、 同断面示数 91. 30。

その他には 鎖骨、 椀骨 、 腔骨 、 指骨などの細片が少 景残るのみである。

性 別 ・年 令について ： 骨は 断片的な 箇所が多く確定的ではないが 、全体として 繊細でき ゃし ゃな形状がみられ 、

女性 人骨と見なされる。 残存 歯も少数であるが、 咬耗はい ちじるし く 進行 しか なり 覇年 齢 （ 熟年期 ）の人骨と推

定される。

1号 人骨出土状況 2号 人骨出土状況
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岩崎遺跡出土 人骨 （上 左 ： 第2号 人骨 上右、 下段 ： 第 1号 人骨）
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番 法量 (cm)

! 
成 形 調 整 文

器種 種別 備 考号 ロ 径 底径 器高 外 面 内 面

1 号住居址

1 杯 8 , 4  6 , 3  4 , 2  1/2 須恵 ロ ク ロ ナデ 底 部 ： 回転糸切 り 墨 書 ロ ク ロ ナデ 床

2 杯 1 3 , 0  1/8 須恵 ロ ク ロ ナ デ 墨書 ロ ク ロ ナデ 骰 土

3 杯 1 2 , 4  1/3 須恵 ロ ク ロ ナデ 墨書 ロ ク ロ ナ デ 毅 土

4 坪 1 3 , 6  1/4 須恵 ロ ク ロ ナ デ 墨書 ロ ク ロ ナ デ 毅 土

5 杯 1 2 , 5  1/6 須恵 ロ ク ロ ナデ 墨書 ロ ク ロ ナデ 床

6 q; 1 3 , 3  6 , 8  3 , 8  1 /2 須恵 ロ ク ロ ナデ 底 部 ． 回転糸切 り ロ ク ロ ナデ 覆 土

7 坪 1 2 , 9  6 , 2 3 , 9  1/4  須恵 ロ ク ロ ナデ 底部 ： 回転糸切 り ロ ク ロ ナ デ
， 

殺 土

8 坪 1 2 , 7  5 , 7  3 , 3  1 / 3  須 恵 ロ ク ロ ナ デ 底部 ： 回転糸切 り ロ ク ロ ナ デ 床， 坪 1 2 , 9  6 , 7  3 , 6  1/3 須恵 ロ ク ロ ナ デ 底 部 回転糸切 り ロ ク ロ ナ デ 毅 土

10 坪 1 1 , 6 5 , 7  3 , 7  1/4  須恵 ロ ク ロ ナ デ 底部 ： 回転糸切 り ロ ク ロ ナ デ 股土

1 1  J-.f 12 , 5  5 , 9  3 , 6  1/4  須恵 ロ ク ロ ナ デ 底部 ． 回転糸切 り ロ ク ロ ナ デ 投士

12 坪 1 1 , 9 5 , 3  4 , 1  1/5 土師 ロ ク ロ ナ デ 底 部 ： 回転糸切 り 磨 き ー黒色処理 柱穴

13 q; 1 4 , 2  1/4 土師 ロ ク ロ ナデー回転ケ ズ リ 墨書 磨 き ー黒色処理 覆 土

14 杯 1 5 , 6  1 /4 土師 ロ ク ロ ナデー回転 ケ ズ リ 墨書 磨 き ー黒色処理 毅 土

1 5  坪 1 2 , 6  5 , 6  4 , 3 1 /5 土 師 ロ ク ロ ナ デー静止ケ ズ リ 底 部 ． 静止 ケ ズ リ 磨 き ー黒 色処理 税土

1 6  坪、 7 , 3  1/3 土師 ロ ク ロ ナ デー 回転ケ ズ リ 底 部 ： 回転 ケ ズ リ 磨 き ー黒色処理 毅 土

17 坪 1 /4 土師 ロ ク ロ ナデ 磨 き ー 黒色処理 覆 土

18 坪 1 3 , 7  1 /4 土師 ロ ク ロ ナデ 磨 き ー黒色処理 裂 土

1 9  甕 9 , 8  5 , 4  7 , 5  1 /3 士師 ケ ズ リ ー ナデ 底 部 · ヶ ズ リ ー ナデ 箆ナデー ナ デ 覆 土

20 甕 5 , 0  1 /4 土師 ロ ク ロ ナ デ ロ ク ロ ナ デ 毅 土

21 甕 1 1 , 2  1/5 土師 ロ ク ロ ナデ ロ ク ロ ナ デ 投 土

22 甕 1 1 , 6 1 /6 土師 ロ ク ロ ナデ ロ ク ロ ナ デ カ キ メ 毅 土

23 甕 土師 ロ ク ロ ナデ ロ ク ロ ナ デ ハ ケ 絞 土

24 甕 土師 ロ ク ロ ナデー ケ ズ リ ロ ク ロ ナデ 毅 土

25 甕 土師 ロ ク ロ ナデ カ キ メ 毅 土

26 甕 土師 ロ ク ロ ナデ ロ ク ロ ナ デ 毅 土

27 甕 土師 ロ ク ロ ナデ ハ ケ 毅 土

28 椀 士師 ロ ク ロ ナデー 回転ケ ズ リ 底 部 ： 回転ケ ズ リ 磨 き ー黒 色処理 覆 土

29 壷 1 2 , 7  1 /8 灰釉 ロ ク ロ ナデ ロ ク ロ ナデ 粒 土

30 椀 9 , 9  1/4 灰釉 ロ ク ロ ナデー 回転 ケ ズ リ 底 部 ： 回転ケ ズ リ ロ ク ロ ナデ 柱穴

2 号住居址

1 杯 1 2 , 8  6 , 4  4 , 0  1 /8 須恵 ロ ク ロ ナデ 底 部 ． 回転糸切 り ロ ク ロ ナデ 覆 土

2 坪 1 2 , 0  6 , 3  3 , 7  1/4 須恵 ロ ク ロ ナデ 底 部 ’ 回転ケ ズ リ ロ ク ロ ナデ 覆 土

3 坪 1 2 , 8  1 /6  土 師 ロ ク ロ ナ デー横磨 き 磨 き ー黒色処理 投土

4 坪 1 4 , 0  1 /6 士師 ロ ク ロ ナデ 墨書 磨 き ー黒色処理 投土

5 皿 1 2 , 6  1 /6 土師 ロ ク ロ ナデ 磨 き ー黒色処理 覆 土

6 椀 1 6 , 8  1 / 8  灰 釉 ロ ク ロ ナデ ロ ク ロ ナデ 疫 土

7 椀 6 , 0  1 / 8  灰釉 ロ ク ロ ナデ ロ ク ロ ナデ 毅 土

8 椀 7 , 1  1/4 緑釉 ロ ク ロ ナ デ ロ ク ロ ナデ 毅 土

3 号住居址

1 杯 1 2 , 2  6 , 4  3 , 7  1 /2 須恵 ロ ク ロ ナデ 底 部 ： 回転糸切 り ロ ク ロ ナデ 投 土

2 坪 1 2 , 9  6 , 6  3 , 5  完 須恵 ロ ク ロ ナ デ 底 部 ： 回転糸切 り ロ ク ロ ナ デ 投 土

出土土器観察表①
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喜
法量 (cm)

! 
成 形 調 整 文

器種 種別 備考
ロ 径 底径 器裔 外 面 内 面

3 号住居址

3 坪 1 3 , 5  7 , 5  3 , 8  1 /4  須恵 ロ ク ロ ナデ 底部 ： 回転糸切 り ロ ク ロ ナ デ 殺 土

4 坪 1 2 , 7  6 , 0  3 , 7  1 /3 須恵 ロ ク ロ ナデ 底部 ： 回転糸切 り 墨書 ロ ク ロ ナデ 裂 土

5 杯 1 3 , 7  6 , 2  4 , 5  2/3 須恵 ロ ク ロ ナデ 底部 ： 回転糸切 り 墨書 ロ ク ロ ナデ 骰 土

6 坪 須恵 ロ ク ロ ナデ 墨書 ロ ク ロ ナデ 毅 土

7 坪 1 4 , 0  1/5 須恵 ロ ク ロ ナデ ロ ク ロ ナデ 裂 土

8 蓋 1/2  須恵 回 転 ケ ズ リ ロ ク ロ ナデ 投 土

9 蓋 1/4 須恵 ロ ク ロ ナデー 回転ケ ズ リ ロ ク ロ ナデ 毅土

10  蓋 1 7 , 7  1 /4 須恵 ロ ク ロ ナデー 回転ケ ズ リ ロ ク ロ ナデ 股 土

1 1  蓋 1 6 , 5  1/5  須恵 ロ ク ロ ナ デー 回転ケ ズ リ ロ ク ロ ナデ 毅土

12  蓋 1 4 , 3  1 /2 須恵 ロ ク ロ ナデー 回転ケ ズ リ ロ ク ロ ナデ 覆土

13 蓋 1 5 , 2  1 /4 須恵 ロ ク ロ ナデ ロ ク ロ ナデ 股 土

1 4  杯 1 4 , 1  7 , 0  3 , 9  1 /2 土師 ロ ク ロ ナデー静止ケ ズ リ 底部 ： 静止 ケ ズ リ 磨 き ー黒 色処理 骰 土

15 杯 1 4 , 8  7 , 0  4 , 4  1 /3 土師 ロ ク ロ ナデー 静止ケ ズ リ 底部 ： 回転糸切 り 磨 き ー 黒色処理 覆土

16  坪、 1 3 , 4  7 , 3  4 , 4  1 /3 土師 ロ ク ロ ナデ 底部 ： 回転糸切 り 磨 き ー 黒色処理 投 土

1 7  H、 1 4 , 0  6 , 8  3 , 6  1 /3 土師 ロ ク ロ ナデ 底部 ． 回転糸切 り 磨 き ー黒色処理 毅土

18 Jf 14 , 1  6 , 5  4 , 0 1/ 6 土師 ロ ク ロ ナデー静止ケ ズ リ 底部 ， 静止ケ ズ リ 磨 き ー 黒色処理 覆 土

19  坪 1 5 , 0  1 /6 土師 ロ ク ロ ナデ 磨 き ー黒 色 処理 股 土

20 坪 1 2 , 0  1/ 4  土師 ロ ク ロ ナデ 磨 き ー黒色処理 覆 土

2 1  坪 1 3 , 6  1 /6 土師 横ナデ ケ ズ リ 箆ナデ 毅土

22 坪 4 , 6  1 /3 土師 ロ ク ロ ナデー静止ケ ズ リ 底部 回転糸切 り 磨 き ー 黒色処理 毅土

23 坪 1 6 , 8  7 , 7  6 , 2  1 /6 土師 ロ ク ロ ナデ 磨 き 投 土

24 杯 1 6 , 6  6 , 2  5 , 3  1 /6 土師 ロ ク ロ ナデー 静止ケ ズ リ 底 部 ． 回転糸 き り 磨 き ー黒色処理 股土

25 杯 16 ,0  1/4 土師 ロ ク ロ ナデ 磨 き ー 黒色処理 粉土

26 椀 1 5 , 6  7 , 8  7 , 8  1/3 土師 横磨 き 静止ケ ズ リ 底部 静止ケ ズ リ 磨 き ー黒 色 処理 覆土

27 甕 5 , 9  1 /6 土師 ロ ク ロ ナデー ケ ズ リ ロ ク ロ ナデ 覆士

28 椀 1 4 , 5  1/10  灰 釉 ロ ク ロ ナデー 回転ケ ズ リ ロ ク ロ ナデ 股 土

29 皿 10 , 9  1 /4 土師 ロ ク ロ ナデー磨 き ロ ク ロ ナデ 投 土

30 椀 7 , 3  1/4 土師 ロ ク ロ ナデ 底部 ： 回転糸切 り 磨 き ー黒色処理 段 土

3 1  椀 5 , 2  1 / 2  土 師 ロ ク ロ ナデ 底部 ． 回転糸切 り ナデ 投土

32 甕 21 , 8  1/4 土師 ロ ク ロ ナデー ケ ズ リ ロ ク ロ ナデ カ キ メ 授土

33 甕 22 , 0  1/4 土師 ロ ク ロ ナデー ケ ズ リ ロ ク ロ ナデ カ キ メ 覆土

34 甕 1 2 , 2  1/6 土師 ロ ク ロ ナデ ロ ク ロ ナデ 股土

35 甕 10 , 2  1/3 土師 ロ ク ロ ナデ ロ ク ロ ナデ 股土

36 甕 1 3 , 6  1/4 土師 ロ ク ロ ナデ ロ ク ロ ナデ 投土

37 甕 1 3 , 6  1/5 土師 ロ ク ロ ナデ ロ ク ロ ナデ 投 土

38 甕 1 6 , 2  1/4 土師 ロ ク ロ ナデー ケ ズ リ ロ ク ロ ナ デ 投 土

2 号溝址

1 壷 9 , 8  1/4 須恵 ロ ク ロ ナデ ロ ク ロ ナデ

2 杯 1 3 , 4  8 , 5  9 , 4  1 /4 須恵 ロ ク ロ ナデー 回転ケ ズ リ ロ ク ロ ナデ

3 盤 9 , 1  1 2 , 1  1/3 須恵 ロ ク ロ ナデー 回 転ケ ズ リ ロ ク ロ ナデ

1 号溝址

1 杯 1 2 , 9  4 , 8  4 , 5  1/2 土師 ロ ク ロ ナデ 墨書 磨 き ー 黒色処理

出 土土 器観察表②
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番
法舷 (cm) 辿 成 形 調 整 文

器種 存 種別 備 考
万ロ

．
ロ 径 底径 器高 度 外 面 内 面

1 号溝址

2 J:{、 13 , l  6 , 2  4 , 4  2/3 土師 ロ ク ロ ナ デ 底 部 ： 回転糸切 り 一静止 ケ ズ リ 墨書 磨 き ー黒色処理

3 材、 1 5 , 5  1/8 土師 ロ ク ロ ナデー 回転ケ ズ リ 墨害 磨 き ー黒色処理

4 M、 1 3 , 4  6 ,  1 4 , 0  1/2 須恵 ロ ク ロ ナ デ 底 部 ： 回転糸切 り ロ ク ロ ナデ

5 H、 1 3 , 0  6 , 4  4 , 0 1 /3 須恵 ロ ク ロ ナ デ 底 部 ： 回転糸切 り ロ ク ロ ナデ

6 M、 1 3 , 9  6 , 6  4 .  1 1 /3  須恵 ロ ク ロ ナ デ 底 部 ： 回転糸切 り ロ ク ロ ナデ

7 杯 1 2 , 6  6 , 2  3 , 9  1/3 須恵 ロ ク ロ ナデ 底 部 ： 回転糸切 り ロ ク ロ ナデ

8 J:f 1 3 , 2  4 , 2  6 , 7  2/3 須恵 ロ ク ロ ナ デ 底 部 ： 回転糸切 り ロ ク ロ ナデ

， 杯 1 4 , 4  7 , 8  4 , 2  1 /4 須恵 ロ ク ロ ナ デ 底部 ： 回転糸切 り ロ ク ロ ナデ

10 1{, 12 , 2  6 , 5  3 , 6  1 /2 須恵 ロ ク ロ ナ デ 底 部 ： 回転糸切 り ロ ク ロ ナデ

1 1  杯 1 3 , 7  7 , 5  7 , 5  1 /6 須恵 ロ ク ロ ナ デ 底部 ： 回転糸切 り ロ ク ロ ナデ

12 杯 1 2 , 5  9 , 4  4 ,  I 1 /3 須恵 ロ ク ロ ナ デ 底部 ： 回転 ケ ズ リ ロ ク ロ ナデ

13 椀 7 , 1  1 /3 灰 釉 ロ ク ロ ナ デ ロ ク ロ ナデ

14 壷 4 , 9  4 , 7  6 , 8  1/2  須恵 ロ ク ロ ナ デ 底部 ． 回転 ケ ズ リ ロ ク ロ ナ デ

15 甕 1 3 ,  1 1 /4 土師 ロ ク ロ ナ デ ロ ク ロ ナデ

16 甕 21 , 7 1 /6 土師 ハ ケ ナデ ナデ

17 甕 22 , 6  1 /4 土師 ロ ク ロ ナ デ ハ ケ

18 甕 1 6 , 7  1 /4 土師 ロ ク ロ ナデー ケ ズ リ ナデ

19 甕 24 , 0  1/2 土師 ロ ク ロ ナデー ケ ズ リ ロ ク ロ ナ デ

20 甕 22 , 7  1 / 6  土師 ロ ク ロ ナデ カ キ メ カ キ メ

21 甕 21 , 8  1 /5 土師 ロ ク ロ ナデー ケ ズ リ カ キ メ

出 土 土器観察表③

調査区全景
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